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はじめに

森林土壌における落葉の分解は、土壌の生成過程，体木の成長lζ必要な養分の供給などの面から，森林

土騒の基本的な重要課題のひとつとして，その重要性が古くから強調されてきた 3 また近年!と至り， ，休業

においてしだいに関心が高まりつつある地力維持を考えていくためにも，落葉の分解について種々の角度

から行なわれた読査研究の資料が最も重要な役割を果たすであろう c 現在，北海道における落葉の分解に

関する研究!ま資料も少なく，今後急速に発展させなければならない重要な課題と考えられる c

したがって，落葉の分解過程の研究方法として，筆者らは，自然状態におけるトドマツ落葉の無機，有

機組成を調べ，そのトドマツ落葉の分解する過程における物質の移動を追究し，さらにトドマツ林を皆伐

あるいは間伐，また樹種混交した場合，それらの落葉がどのように変化し，鉱質土壊のうえにどのような

影響をあたえていくかについて検討を行なった c

乙の報告は試料も少なく，十分な結論を得るにいたっていないが，今後の参考資料としてとりまとめる

こと;こーした。

この研究の調査ならびに取りまとめにあたって?ご懇切な指導を賜わった林業試験腸土壌調査部長橋本

与良博士，同土壌把料科長塘 隆男同士，同土壌第一研究室長松井光瑞技官，同土壌第二研究室長蔵本正

義技官ならびに林業試験場北海道支場長寺崎康正技官，同顧問研究員内田丈夫博士，同造林部長柳沢聡雄

技官，同経営部長長内 力技官，悶土壌研究室長阪日 洗技官に深く感謝申し上げる。また，現地誠査に

あたって種々お世話いただいた関係営林署各位に深い謝意を表する。

1. トドマツ造林による土壌の変化

同一環境条件下においても造林樹種が乙となるにともない土壌の状態が変化するととはすでに諸学者に

よって認められている4) 5l 15人北海道において内田制は針葉樹林地での有機物の分解はおそく，しかもそ

の有機物は厚く堆積して Mor の形態を示ししたがって森林における栄養師、を考える場合，鉱質土壌へ

の養分循環を遅滞させるもので，堆積j肖植の形態区分は有力な基礎手段であるとしている。

著者らは樹霊ー堆積腐植ー土壌の性質の関係を知る目的のために，余市地方で，同一環境条件を有する

と思われるトドマツ林地とその周辺の広葉樹林地とを選び，その資料について，林分の構成樹種と堆積腐

植との関係およびトドマツ造林による鉱質土壌の変{むなどを検討し，明らかな差異を認めたので，ここに

観察ならびに分析結果を報告するつ
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1-1. トドマツ林と広葉樹林の堆積寓植および土壌のちがい

調査地は余市町赤井川明治!とある明治鉱山の社有林で，本鉱山は昭和 2 年休鉱したので，その後社有林

は全く放置されたままとなっているといわれている。事実本地域の森林は小径木のみであり，かつ伐根は

見あたらなかった。しかし休鉱前は従業員の薪炭林として常時伐探されていたため，休鉱直前はほとんど

クマイザサからなる無立木地のような状態であったといわれている。

かかる状態にあった無立木地が本年まで約25年間，全く放置されて自然状態のままにまかされたが，現

在まで大部分の地域が広葉樹によっておおわれるに至り，局部的:こトドマツ梓を構成するに至ったむ

筆者らが調査した地域は南西にむかう緩傾斜地で，同一斜面上にトドマツの純林とミズナラなどの広葉

樹林が互いに隣接し成林していたっ

トドマツは胸高直径 3 ----10cm，樹ï:i:i 2 """'10mのものが生育し，相互の樹冠は交錯したために，直径 3cm

内外の被圧木が相当数にのぼっていた。その下!とはクマイザサ(高さ1. 5m) が非常にうすく散在し，そ

のほかツノレシキそ，ナニワズ，イヌガヤ，ゴトウヅJレなどがわずかに認められた 3

広葉樹林に直径15cm，樹高10m内外のミズナラなどが散在し，その下にクマイザサが 1 m2 あたり 15本

の割合で存在し，ほかにイヌガヤ，ツルシキミなどが両者と同様に散生していた。

とくに本地域は， トドマツの天然更新が行なわれ，樹高60"""'70cmのトドマツ稚樹が 1 m2 あたり 1 本の

割合で認められた。

いま，両地域の土壇断面を比較してみると，明らかにその形態は異なり， トドマツ林の堆積腐植はいわ

ゆる .r... lorにぞくして， F層はトドマツ落葉の分解されたものに菌糸が厚く発達しH層は欠け，鉱質土壌と

ほ羽りように一線を晒し，鉱質土壌から容易に剥離することができる。それに反して，広葉樹林では F層

はほとんど認められず，落葉のしたにH屈が発達し，かっそのしたには鉱質土壌の表層郎と混合して柱状

構造を呈し，黒褐色のいわゆるA1層が発達し，この A1 層はしだい!と A~層に移っていた。すなわち MulI

の形態にぞくしている。

したがって， トドマツ林ではH層や A1 層のよう :，:三分解.および蔚植化のすすんだ層が発達しないで， た

だ厚いF層によって鉱質土壊表面をおおっているにすぎないが， 広葉樹林では A1 層が発達して鉱質土壌

の表層部分と混合し，高値が鉱質土壌に侵入した状態を示していたっこれら鉱質土壌は土壌調査の基準型

を用いると， トドマツ林は PDm 型に近い形態を有し， A , B屑ともに弱度の竪果状構造を有し，淡色を呈

し，有機物は少ない。広葉樹林ではA2層およびB層は明らかに竪呆状構造を有し，外側から Bc 型に類す

る形態を示し有機物含有量はトドマツ林にくらべてまさっている。

以上の調査結果から見ると，本調査地域のような環境条件においては，針葉樹林は雨量や気温，ひいて

は地温の低下，さらに針葉樹の落葉の分解や腐植化に対する困難性のため，広葉樹林の堆積腐植とは異な

ったものが発達し，そのため下に横たわる鉱質土壌の上!こも種々の影響を及ぼしたと考えられる c

1-2. トドマツ造林による鉱質土擁の変化

資料採取箇所ならびにその他の状況

本調査地は余市営林署管内11林班， 13林班内で第三紀肘を母材とする。海抜高50m前後で南東に面する

緩傾斜地上!C， トドマツ造林地と，ヤチダモ，キハダ，クワ，クノレミなどの広葉樹二次林が互いに隣接し

ていたところである。

トドマツ造林地のトドマツは林齢32年生で，平均樹高 14.0m，平均胸高直径 12.0cmのものからなり，
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その下にはトドマツ稚樹が認められる。植生はクルマパソウ，イワガラミ，スミレ，ネマガリダケ，ナニ

ワズなどがわずかlζ存在していた。

これに対して広葉樹林地は，ネマガリダケが優占種として存在し，クルマパソウ，フッキソウがわずか

に認められた程度である。

a) 供試土壌断面の外観的性状

今ここに，両地域の土壌断面を記載するとつぎのとおりである。

トドマツ造林地

FJ層 O..........2.0cm トドマツ落葉からなって堆積している。

A1層 0~2.0cm 黒褐色，腐植にとむ。浅く，乾燥し，団粒状構造を示す壌土である。

A2層 2. O"';"_14. Ocm 灰白色を呈する粉状で，石磯をわずかに含む砂質壌土コ

B層 14.0""'-'30.0cm 黒味を帯びた茶褐色c 上部より菌糸侵入し，乾燥している。弱い堅果状構造を

呈し，石礁を含む砂質壌土。

C層 30~Ocm以下 褐色， B層との区別は肉眼で判別できず堅い。角離を有する砂質壌土c

乙れらの点からみて細屑状Morfこ属し， Po:m型土壌に近い形態を示す。

つぎに広葉樹林地についてみると，つぎのとおりである。

F層 0~1. 0cm 主としてクマイザサの細片がりん片状になって堆積し， 鉱質土壌表層をうすくおお

っている c

H盾 1.0-----2.0αn 黒i床の強い粒状構造を呈したH眉がわずかに認められる。

Al層 0........,10.0cm 黒褐色，上部より J宵植の侵入した状態を示すコやや堅果状構造を呈する壊土c

A2翼 10. 0"-'22. Ocm 黒褐色，竪果状構造を呈している壌土。

B層 22.0........,31. Ocm 茶褐色，堅い堅果状構造を有する。石礁を含む砂質壌土。

C層 31. Ocm以下茶褐色， B層との区別は不明りょう，堅い，角礁を有する砂質壊土。

この広葉樹林については盤状Mullにぞくし， Bc型土蟻lζ類する形態を示している。

b) 土壌の化学的性状

トドマツ造林地と広葉樹林地の土壌の化学的性質を比較するため，腐植の含有量，不飽和度，置換酸度

pH. 置換性石灰，炭素および塩基置換容量などの測定ならびにTAMM 法による Si02 ， A120 s, Fe20S の移動

性穆質物の測定を行なった c これらの結果は，第 1 表および第 1 図のとおりである。

これら両林地の pHについてみるとトドマツ林では， Al層， A2層 ， B戸と下層にむかうにしたがい低く

なる状態を呈し， B層では pH 4..21を示している。

広葉樹林地の pH はトドマツ造林地同様に A1，: A2• B 層と下層にむかい低くなるが， B層ではpH4.91

でトドマツ林のB層より高い値を示している。一般に. トドマツ林は各層ともに広葉樹林地より pH が低

い結果を示している。つぎに置換酸度をみると， トドマツ林は広葉樹林地より一般に高い傾向を示してい

る。とくにB層においては， 広葉樹林の3.75に対しト lドマツ林では13.75の値を示しているつ不飽和度で

は両林地ともに上層より下層へむかつて大きい数値を示しているが， トドマツ林地は広葉樹林地より大で

ある。とく lζ トドマツ林地の B層は54.9%で，最も大きい値を示している。置換f生石灰量をみると，トドマ

ツ林のA ， B , Cの各層ともに広葉樹林地と差異は認められない。ただ上層より下層にむかつて減少して

いる。炭素は広葉樹林地の A2 層ではトドマツ林地のそれより多く，広葉樹林ではトドマツ林地にくらべ
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第 1 表化ー学的

Table 1. Chemical properties of the .soils" 

Stand 

-悼

針葉樹林
Coniferous forest 

|広 J 葉樹
lIardv.ood forest 

林林

層 位 A1 A2 Horizon pH B C Ai ・ A2 B ヱ C 

plI 5.36 5.09 4~21 5.63 5:90 -5.52 4.91 . 5.62 

置 h.換ac 酸度 4.00 Exch. acidity (3Yl) 2.50 13.75 10.75 3.75 1. 25 三百~:ì5 10.75 

置 E換xch. C性aO (箔石) 灰 0.02 I 0.05 
一戸 . 一

{~ : ・・

0.65 O. 18 0.68 0.32 0.03 0.05 

炭素
r ‘ ‘・・・ι ‘ ~. . 

Carbon (必) -J� ~ 11.79 5.65 :r, _ 3. 44 -1 : ~ ¥ :1. ,89, .10.73 9.12 3.8~ _ 1.89 
噌. 

• .不Degreeo'飽f un:s.at和ur.ation度C%) 28.今 88 ,, 33.24 54.91 1:侃 76- :35.23 31~82 . 44, 25 .68.76 

E塩x基ch置.換容量 (mι/100g) 55.40 52.65 35.33 25.45 4~;'42' 
~J'.! 

33..88 cap. 4L48・ 25.45 

警 ., 

0.5 1. 0 • 
"1. 5~ ,': . ~吃.â、戸-。

‘ ... 
一.-、-，，;.t

" 

A鋹 童十・φ葉樹R 林

一一ー一一ー- Coniferous forest 
~. I 

A 2 
ぃ 広葉樹林

ー一一一一一 Hardwood forest 

守.. 
. ..司$b ゅ・

B 
.:.有v
百ユ

ら ι 2・・~.:
-
守

c "一4‘..一

SiO宣 Fe203 A1203 

.. 
、←・', ーー

第 1 図 シュウ酸ずンモン可i容のSi02， Ahﾜsf Fe20;l量

B:ig. .1唱 Amol1nts of Siθ2- A120a Gl,l1d Fe203 soluble. in ., 

TAMM‘s ammonium-oxalate soll1tion. 

:~ -~ 

℃蔚植は多く，しかも深く浸入しているととを4思わしめるロ~つぎに塩基置換容量についてみると， トドマ

ツ林地はA1層 55.4. A2層52.7， B層 35.3と下層へ減少しまた.広葉樹林地もA1層部.4， A2層 41. 5, B層

33.9と下層へ減少しているが， トドマツ林地は広葉樹林地よFり各層ともzlこ大きい数値を示している。

また， TAMM 法Kよってシュウi酸T:Y モ 7tと溶出ーする白 Si02 ，. Allì03, 'Fe宮03 量を測定むた結果は第 1 図で

示したように， トードマツ林地では;';~Y&:'!7~酸塩1，[溶出する Si02 は・..AY層m.084労で最も少なく， A2 層で

急故に増加し， 0.648% で最も多い値を示・し， -B層で激減じ 0.3089ぎとなる。 Fe20S ではA1 層0.320% ，

A2 層 0.24%を示し， :B 層最も多く 2:08% を示し， :C周に至って1. 200% と誠じている~ A12匂は Al~・層

0.16,%, A2 層 0，.480% の順に増加し， B層において急激に増加し・ 0.88096 を示している。乙れに反して

広葉樹林地の SiOl!は A1 層 O. ,440%', A2 層 0.122底;" B 層!): 108.96で上層から中層へと減少しているの

. Fe20S では'A1 層 0.720%， 'A2層0.260彪， B層でし 00096に増加を示す" 1\1208 は A1 届で 0.420% ， A2層
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0.280%, B層で増加し 0.670% を示している。

したがって，乙れら両林地を比較じてみると，・広葉樹林地では，溶脱集積の程度はきわめて徴弱に現わ

れているにすぎないが， トドマツ林ではも広葉樹林にくらべて明りょ一うな溶脱集積の状態を認める乙とが

できると考える。

考察

以上余市地方において， 2 , 3 の調査例をはあくしたにすぎないが， トドマツ造林によって一斉林が成

立することは， 広葉樹林に生成される Mull 型の堆積腐植とは異.なった Mor 型の堆積腐植が発達し，そ

の下iζ横たわる鉱質土壌の諸性質にも種々の影響を及ぼし，さらに土壌漂白化の作用が促進される危険性

のある乙とは，以上 1-1 および 1 ー 2 の結果から十分理解されるであろう。

最近北海道において，乙のような事実'の認品られている地域も少なからずある現状から将来針葉樹林j

を仕立てる場合の施業方法について検討する必要性を示しているように忠われる。
‘・

:,'2'. .トドマツ造林地における間伐かA。層の組成および土壌の性質におよぽす影響

閉鎖林分を間伐あるいは皆伐することによって，林地は以前と異なった諸種の環境変化を生(;， .乙れら

の変化の総合的影響が落葉の分解状態を変化させ，鉱質土壌に変化をあたえることはすでに多くの学者に

よって述べられている c

すなわち，河間的はカナダツガの間伐ならびに枝打ちによって， その林地における気象条件の変化を

認め， A:iGSTRÖM は間伐によって，夏には 2........ 3 oc の温度の上昇を認めている c 内旧 22) はドイツトウヒ

林における無間伐区と間伐区とでは腐植の外観的形態は明らかに異なり，かっそれを構成する有機物量に

も大きな相違のあることを認め，間伐区は無間伐区にくらべて分解の進ちょくを思わしむるものがあると

している。 WITTICH 26) は粗腐植を地表面から除去するためには，草本類の共同作用の必要性を語、めてい

る。さらに FEBÉR 3) は土壌徴生物の生活は皆伎によって， 破壊または阻害される乙となく， むしろその

数の増加をみとめ，これは太陽光線の照射による地温の上昇に帰国するとしている。

したがって，著者らは本道のトドマケ林において間伐などの施業を行なづた場合，地表面:とある堆積寓

植のうえにいかなる変化をまねくかを絹逸元副とイ;滝川林務署芦白Ij事業匿の同一林齢のトドマツ造林地に

おいて，無関伐区と間伐後 3 年経過した両林地で調査を行なった。

本調査結果を直ちに全道一円に適用する;~と lさずきないが，そのずと端が推知セきればと考え乙こにその

結果にういて述べる10.

調査地および調査林分の概要は，第 2 表および第 3 表のとおりである~

第 2表調査地の説明

Table 2. Explanation of location 

林 分 土壌型 母Parent 材 方 位 傾 斜 標Altitude高
Stand Soi1 type material ‘ Direction lndination (m) 

N無on関-thi伐nnin区g! |BD(dT P古a第lae三og紀e層ne , ~.・sw 70 120 

plot 

間伐 p区lotliE耐)語訳u E w 
. 

Thinning 
• S 80 

・'. ~ 
、ピ

地 形 光度

Topography Lux 

C凸on形ve緩xー斜slo地w 650 

4・l?lope

C凸o形nv綬ex斜slo地w 2, 450 
slope 
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第 3表調査林分の概要

Table 3. Gener弓! condition of the investigated stand 

i齢|胸高断面積|立木本数|材 積
I Base area I No. of stand I Volume 
((m2fha) I (per ha)I (m8fh�) 

30・ 6 I 2356 

Age 

樹 高|附l 高直径|林
Tree ! Diameter I 

height(m) I (cm) I 

分

Stand 

燕 rs~ {支区
N on -thinning 
plot 
間伐区
Thinning plot 

林

251 29 14.2 10.4 

336 

無関伐区にあっては，植栽後下刈り，除伐などの手入れが行なわれただけで，林齢29年生に至るまで放

置されていた林地である。ために各林木の樹冠は相互に接触し，枯枝は交錯し，立ち入るのに多少困難を

1245 35.7 29 15.1 11. 5 

きたすような林況であった。地表には全く草本類を認めるととができず，堆積寓植は主としてF厨からな

り厚さ 2.5cmに達し，鉱質土壌との剥離は容易である c

乙れに反して，間伐後 3 年経過した林地ではエゾヨモギ，ムカゴイラクサ，フッキソウ，オシダなどの

侵入が認められ，堆積腐植は無間伐区のものにくらべて薄く，色彩はほぼ黒色を呈し，厚さl.Ocm程度で

あり，鉱質土壌との区別は前者ほど明りょうではなく，その分離も容易でなかった。鉱質土壌表層は前者

にくらべてやや黒味を帯びた褐色を呈している c

これらの林地で落葉量の測定を行ない，さらに Ao J苗および鉱質土嬢を採取して分析を行なった。

2 年間調査落葉量の実態はあくについては， 1m2 の防虫網でわくを作り ， 1 区あたり 7 か所lζ散置し，

した c また， Ao ，~の採取は表面積 1 m2 あたりを切り取り，採取秤量したのち，乾物重の計算を行ない，

乙れを細粉し分析に用いた。

試験成績および考察

以上の方法で調査した落葉量， A。届量および有機物量を示すと，第 4 表のとおりである(有機物の測

定は灼熱損失量によった)。

有機物量
Organic 
matter 

(kgJmll) 

1. 14 

第 4 表 Ao 間量とその平均分解率および有機物量

Table 4. Amount of Ao・layer， average rate of 

decomposition and organic matter content 

平均 l 分解率 I Ao居中の有機物量:
A verage rate of prganic matt駻 
decomposition Icontent in Ao・layer

(紛 I (%) I 

I 74.27 I 

68.71 I 

落葉量 I Ao 層量
Amount of I Amount of 
1 eaf-litter I Ao・layer

(kgfm2 ) , (kgfm2) 
I 

| 1531 
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無関伐区および間伐区ともに著しい差異は認め乙の結果からみると， A。層における有機物含有率は，

ために無られないが， Ao J苗の現存量においては無関伐区は間伐区よりまさり， L62倍の多い量を示す。

閣伐区の 1 m2 中の有機物量では大きな値が生じている。

諸種の気象条件などの影響により ， A。層の現存量は少ない値を示し，反面無間伐区

は古くから堆積された Ao 層の分解が緩慢なため，移動消失の少ない乙とを示すものではないかと思われ

つまり間伐区は，



トドマツ落葉の分解が土壌におよ!ます影響(山本・真田〉 Q
d
 

po 

るコ乙の点，第 4 表lζ示した平均分解率の数値の上からみてもうかがわれるであろう。

地表面に加えられた落葉類ほ，その量だけでなくそのうち有機組成は加えられた当初のものと種々異な

った組成を示すものとされており，あるものは速やかに分解減少し，あるものは分解に対する抵抗性が大

なるために相対的な増加を示すに至るうまたあるものは，分解後ただちに作成されて附加する結果となる

ものがある。

したがって，分解作用の進ちょくとともに，落葉中の有機物体中 lと含まれる各有機先Ll成分の割合とちが

った有機組成分の割合が生ずるととが推測される亡すなわち， リク*ニン様物質の相対的増加，繊維素の減

少などが生ずるであろう c

乙れら有機組成分の消長を VVAKSMAN 2H加の提唱した方法に大略準じて検立すしたのその結果を示すと，

第 5 表のとおりである。

第 5 表 トドマツ林Ao層の有機組成(絶乾無灰物 lOOg中〉

Table 5. Organic component of the Ao layer in the forest 

stand of Abies sachalinensis (in 100g of oven-dry and 

ash-free matter) 

料 E-エtJーhレe可テr-溶aルlc物・ohアoJlレコ 糖 類質リ夕、、ニン織物 I 粗蛋白質
林 分

Carbohydrate 
Crude pro<tFe5in> Total Stand Sample soluble matter as sugar L111iagtnteinr -like (%) (箔) く%) r (%) 

Np無loont間thi伐nnln区El | l |LF--llaayyeer r 26.98 44.36 2.73 90.80 

12.27 18.23 56.96 3.87 89.88 
間伐区!
Thinning I L.layer 
plot I F.layer 
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すなわち，エーテル・アルコール可溶性有機物は，無間伐区および悶伐区ともに， L層より F層!こ減少

している c また間伐区の場合無間伐区にくらべて， L層では差異は認められないが， FI曹に至るとその減

少は大きい。

糖類についてみると，両区ともに L層から F層へ減少している c 乙れら両区の L問中の椅類は大きな差

異を認める乙とはできないが， F間中のものでは間伐区は無間伐区にくらべて減少の傾向が明 lりように認

められる c

つぎにリグニン続物質についてみると，無間伐区ならびに間伐区のL居中には，取'i知合有呈と同様に著

しい差異は認められないが， F屈においては間伐区のものがやや大きい数値を示している c

組蛋白質は無間伐区ならびに間伐区のL層では，ともに 2.896前後の{直を示しており，両区間には明り

ような相違は認められないが， F周では，間伐区でやや大きい値を示している。

これらの結果は，落葉類の有機物質残体から供給された有機組成分のうち，分解の進ちよくとともに糖

類は減少し， リグニン様物質は相対的な増加を示し，さらに粗蛋白質の合成が行なわれ増加している 3

これらの有機組成分の含有比率を， L およびF層について計算した次表から，より明りように認めるこ

とができる。
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\一一一ー-_ }白 位
、 一』→一一

\\有機組成分

林分~下+
M 間伐区

間伐区

糖 類 lAU| 粗蛋白質(結

::::|;:;;|::::l 1.00 

1. 00 

F 一層

0J子7ン 1
0 様物質|桓蛋白質

1312  
3.88 

,0.20 

0.28 

(新類を1. 00 とする〉

さらに両区のL屑の 3 有機組成分をおのおの 1 として， F問中の 3 有機組成分の含有割合を算出すると

つぎに示す表のとおりであるつ

、~

Jウ竺 l 糖
無間伐区 1

L 一層 | 
リグニン~ 7p  .'-1 t;.r;. ! 

類;様物質|粗蛋白質[糖

間伐区|

1. 00 

1. 00 

1.00! 1.00 

1.00 I 1.00 

F 一層

類 i 両副粗蛋白質
0.68 1.28 1.42 

1. 55 

(節 6 表より算出)

この結果から，両区の L層中の 3 有機組成分に対する， Fmi中の 3有機組成分の消息を知ることができ

る。

すなわち， L居中の糖類は間伐区の F周にいたって半減しており， リクーニン様物質ならびに粗蛋白質

:ま，ともに間伐区のものが無間伐区のものにくらべて，やや大きい割合を示している c

しかし L層の柏類， リグニン様物質ならびに蛋白質と考・えられる物質の含量は，両区ともにそれ冠ど大

きな差を示さない。これは L層を構成する有機物質は両区ともに，常に新しく加えられ，分解に対する時

日が短いためであろう。またF層にあっては，両区間で明らかな差異を認める乙とができた。

すなわち，無間伐区のものは間伐区のものにくらべて:Im類含量は大きいが， リグニン様物質などの含量

は少ない。さらに同一区の L層と F屈との有機組成分を比較すると，無間伐区の F居は間伐区のものにく

らべて有機組成分の状態から分解.緩慢であろうと想像される c

したがって，無間f~区の地表面!と加えられた有機物質は上記結果のように分解緩慢であったために残留

物は堆積し，その量を増加しついに現在にいたったものと解されるつ

つぎに， トドマツ落葉が分解し，鉱質土場表層:乙変移する過程における物質の移動を，とくに化学的性

質の両から追究してみると，第 6表のとおりであ毛 c

分 材，-1 J苗位

Stand lHorizon 

無間伐区!
Non-thinning I 

plot 

間伐区 1

Thinning plot I 

F 

A 

F 

A 
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すなわち間伐区の F層は無関伐区の F層にくらべて， pH，窒素および.置換f生石灰量は多少高い数値を

示すが，炭素，炭素率，塩基置換容量十塩基不飽和度およびリン酸，カリは低い数値を示す傾向がみられ

るが，その直下のA層でに，炭素で称1. 8 倍，窒素で約 2.0 倍i 置換性石灰和.3倍，塩基置換容量約1. 7

倍， リン酸約 4.0 倍，カリ約1. 3 倍の高い数値を示し，間伐区は無間伐区にくらべて異なった数値の傾向

が認められた。また炭素率，塩基不飽和度は土記羽田にくらべて低い数値をしめす傾向 Ir:認められるつ

つまり間伐という施業によって，地表面に堆積していたF層は環境の変化ととも lと漸次分解.され，乙れ

に貯えられていた栄養分は森林生態系における物質循環の回転率が多少無間伐区にくらべて促進され， A

層へ養分を還元されたものと考えられる。

要するに無間伐区に対して間伐の影響が非常に大きいことを明りように示し，土壌条件の改善に役だ

ち，林木の生育児とっても好ましいととであるもの主、思われる o'

3. トドマツ天然林における皆伐後の鉱質土壌の変化

森林が皆伐されると裸地化し; ，H'床の開立条件ば一変して乱れ，これにともなう林床植生の変化は堆較

腐植の形態変化と同時に，この堆もli腐布i[をかたち)1i:っている有機物の変質過程k関与し，さるにその下の

鉱質土壌に種々彰響をおよぼすことはすでに前述の間伐の土壌の性質におよ(ます影響で述べたとおりであ

る c

伐採lとともなう林床植生の遷移，堆積腐植形態の変化と有機物の変質，土壌の性質の変化の関連牲をみ

いだすことは，地力結持の立場から蕊林の取扱いを考察する場合の一つの基礎資料となるものであろう。

山谷 28】は，皆伐後における土壌佐賀のもっとも:大きい変化は， 落葉の分解にともなう土壊腐植の泊児

であるとし，ヒパ林下のように多量のJ~.ft立を堆積している土壊でも，皆伐後 21f~1 !とおいては明らかに土

壌腐植の減少が認められ，ヒバの落葉の分解にたいして，環境条件がきわめて大きく作用し，また土壌の

性質に対する植生の影響も大きい役割りを有するものであるとしている。塩崎 18) らは，.風害による林冠

の破壊，乙れ!こともなう林床植生，堆積寓植の形態ならびに拡質土壌の変化に?ついて， 1955年から 9 年間

調査し， 乙の結果によると風害前 Mor 型でH層を形成していた林地は， 風寄により H層は消失.L- F 層{ま←

うすくなり粒状 Mull の形態!と変化し，乙のまま安定するようであるとしている。また F層ならびにAl層

では， pH ならびに置換性石灰含有量は明らかな変化がみられるが， A2 屈では風害前後を通じて変化はし

ないようであるとしているこ

著者らは，旭川営林局管内大雪事業区において，緩傾斜地の地域で一部天然林を残して皆伐され，のち

10年経過した地区が存在してい・たので，乙の両地区を比較ι皆伐による鉱質土壌の変化の一端を知る巨的

で試験を行なったので，二その結果を述べるとつぎのとおりである:::

試料採取地とその説明

皆伐地は海抜高 840m，南に面する綬傾斜地の皆伐跡地で， トドマツの小・中径木が散在し，クマイザ

サが優占種で地表をおおい，ほかにミヤママタタピ，オガラパナ，ゴンゲンスゲ，オシダなどが敢亭して

いる。

土壌断面形態

F 層 0""2.Ocm クマイザサの細片の膨軟な板状を呈する o

Al 層 0-----2.5cm 黒褐色，粒状構造を呈しやや堅，潤。
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A2 層 2. 5.-...-14. Ocm 淡黒褐色，堅密で A1層とともに根系の分布が多い c 潤。

B 層 14.0-29.0cm 茶褐色， Aa層よりさらに堅く，服系が多い，潤。

C 層 29.0cm以下 黄褐色，す乙ぷる竪，潤3 この土壌は細屑状モル型を呈し， PO m 型土壊

である。

つぎに天然林では，海抜高 840m，南東に面する緩傾斜地で， トドマツ，エゾマツの大・中径木を主林

木とし，これにダケカンパを多少含む混交林で，針葉樹の枇樹が認められる 3

植生はクマイザサが優占種で，その下ピミヤママタタビ\オガラパナ，ゴンゲンスゲなどが僅少に存在

しているつ

土壌断面形態

F 居 0.-...-3.5cm クマイザサの細片が針葉樹落葉と混じ部分的に板状を呈する。菌糸を含むc

A1 層 o -5.0cm 黒褐色，粒状構造を呈し柔らかい，潤，やや腐値は少ないっ

A2 層 5.0........21. Ocm 灰褐色，やや粉状構造を呈し，根系がやや多い c 諮=

B 層 21. 0-34. Ocm 淡赤褐色，やや堅，鉄の集積が認められる。潤c

C 層 34.0cm以下黄褐色，すこぶる堅， j'筒， この土壌は細屑状 Mor を呈し， PDn 型土壊とみら

れ，乙れらの母材は両林地とも安山岩よりなる。

試験成績および考察

乙れら両林地の機械的組成は，第 7 表のとおりで両林地ともに類似した土性を示すようで，極端な差

第 7表機械的組成

Table 7. Mechanical composition of the soi1 

林 相盾Hori 位 Ic~組arse s砂and|F細ine sa砂nd f 徴砂 1 粘 土 T土ext 性
SM m  se l silt Clay (96 ure 

(鈎 I (%) I (%) I 
天然林 1AA1q 1510  2M129.401 39.19 

SL iL C 
2 I 5.97 I 10.50 I 51. 90 31. 63 

Natural forest I B I 5.73 I 41. 41 I 31. 40 22.46 CL 
C 41. 72 30.40 22.79 CL 

皆 伐 地 A1 18.12 16.80 49.49 HC 
A2 1. 52 32.67 30.90 34.91 LC 

Cleared land B 31.71 36.50 26.75 LC 
3.62 34.17 39.20 23.01 CL 

第 8表化学的性質

Table 8. Chemica1 properties of the soil 
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異は認められない。

つぎに化学的性質について第 8 表をもとにして述べるならば，皆伐地では天然体l亡くらべて，腐植含有

量，置換性石灰含有量は大なる値を示すが不飽和度は低い値を示している。また TAMM 法による SiOz，

A120s および Fe203 を定量し，両林地の分布状態について検討し，結果は第 2 図!と示すとおりである。
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第 2 図 シュウ酸アンモン可溶のSiOIl.目Fe!jOs A1208 量

Fig. 2 Amounts of Si02• A1203 and Fe203 soluble in TAMM'S 

ammonium-oxalate soIution. 

皆伐地および天然林における AI20s • Fe203 量は，いずれも A2 層で減少し B 周で増大している。しか

し，皆伐後そのまま放置され 10年経過時における皆伐地での B層は A120s が1. 34%, F~03 1. 29%を示

しているが，天然林でのB層ではA120a 2. 92箔， FeljOs 2. 40%を示し，天然林は皆伐地にくらべて， AI20s 

で2.2倍， Fe20S で1. 9倍の高い値を示している。

したがって，皆伐後10年間そのまま放置されていた跡地は，天然林にくらべて化学的性質の一部は良好

の方向へ，さらに溶脱現象も弱まりつつある傾向がそれぞれ認められた。

要するに，今まで天然林内で同一環境条件にあった土壌が皆伐の結果，もとの天然林の土壌とその状態

を異にする乙とにより，樹種の変化ならびに気象条件の桐違lとともなlって，堆積腐植の腐植化が促進され

るためではないかと思われると同時に，クマイザサなどが繁茂し，乙れによる落葉や地下茎の分布などに

より土壌表層は影響をうけ，上記のような結果をもたらしたものと考えられる。

4. 落葉の分解に関する試験

森林は生態系内の物質循環IC依存して生活しつづけるものである。

とくに，森林における落葉類は，分解過程という現象を経て絶え間ない循環をくり返し，林地土壊生産
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力にきわめて重要な影響をおよぽし，その際物質循環の遅速は，地力維持のきめてともいえる。ものである o.

一般に森林内における Ao 層量は， その森梓生態系内の環境!とより前述のようにいちじるしく異なるも

のである。したが'づて，森林!とおける落葉類ばi 林木の養分として重要であるばかりでなしそめ分解，t~

よって生ずる腐植は土壌の理化学性を変化させ，稚苗の存立，消失までに影響するものである 3

乙のような研究は木邦ではあまり行なわれていないように思われる c

著者らは，乙φ方而の研究は造林，施業の実行上きわめて必要であるものと芳え，つぎのような目的か

ら試験を行なった。

北海道において，針広混交林を仕立てる場合， トドマツを主体{ζ考えるならば，その親和性および適合

性の適当な樹種としては，陽性的性格をもっカンパ類をあげることができるであろう。

したがって，前述のように分解緩慢なトドマツ落葉にたいして，シラカンパ落葉は第 9 表で示すように

比較的養分濃度が高く，しかも分解容易なので， トドマツ落葉にたいして分解促進剤ともいうべき働きを

なすであろうし;・またその父ラカンパ自体の落葉が早く分解するので，それだけ針葉樹からなる林地より

第 9表・落葉中の養分量

Table 9. N u trients in the fallen lea ves 

樹種 I I 
Tree kind I Nitrogen I Phosphorus I Potassium 

|(N労) I . (:1:200$%) I (K20;?6) 

シラカン/~ 一 I ~.，，~ I 
2.43 I 0.37 I 0.79 Betula platyρhylla var. I')~'~" 1. I ,::' ~~ I 

j仰icai(316)i(43〉 I .- (10.3) 

トドマッ! 1. 56 1 0.29 I 
Abies sachalinensis I (14.3) . I (2.5) I 

( )は ha あたりの量を示す。単位は kg"

も養分循環が早まるものと考えられる。

0.54 
(3.3) 

Calcium 
(CaO%) 

1. 26 
(14.9) 

1. 64 
(17.9) 

したがって著者与はなるべく自然に近ν状態で落葉を分解させ，複雑な環境因子の総和税分解!と?いか

なる影響を示すか，また針葉樹林，広葉樹林の 2 つの特色ある環境によづて，分解の速度および分解生成

物の土壌におよほす影響などに，どのような差異を生ずるがを知りたいと考え"針葉樹林の代表として'1-，

ドマツ林，広葉樹林の代表としてヤチダモ林を選び，そこにおのおののポット内!さ Eトドマツ，シラカンパ

落葉月〉混交したものを設置して落葉の分解試験老実施した。

試験地の設定

'ー』..司，一

林木の影響をのぞいたほかの条件をできるだけ均一にしたいと考え，文場構内の平坦地!ζ相隣接するト

ドマツおよびヤチダモ林を試験地として選んだ。

これら両林地の林況の大要はつぎのとおりである。

樹種 林 齢 ー平均直径 ・平均樹高

トドマツ 21 年 7.8 cm 6.0 n1 

ヤチダモ 20 ,8.9. 。 、 ß.l

落葉の設置

haあたり本数・

2, 750 

1, 425 

1/5， 000 アールの樹脂ポットを使用し，乙れに川砂を塩酸処理蒸留水で洗浄後 4.3kg あて入れ}ポッ

ト内の砂商を試験地の土境面と同一水平面にあるようにした。
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o : 100, 25: 75 , 50: 50, 75: 25, 100: 0 のつぎにトドマツとシラカンパ落葉をおのおの重量比で，

割合で混交し，それぞれ100gあてポット内の砂上に置いた。乙の際，落葉と砂とを特!こ混和することはし

なかった。

この両林地!C設置したポット上には，防虫網をおおい落葉の放逸や上木からの落葉の侵入を防いだc

林内気象および落葉中の温度の測定

林内気象については，アースマン乾湿計を用いて測定したコ

また本実験のような設計のもとに落葉を分解する場合，もっとも大きな影響をあ'たえる環境因子は，落

むのうち水分の測定は種々の困難がともなうために行なわず，葉中の水分と温度のように考えられるが，

ただ温度だけを測定した。すなわち，ポットの落葉層内lζ曲管寒暖計を挿入し，森林内の気象とともに毎

日 10時， 14時の 2 回観測を行なった。

落葉分解量の測定方法

落葉設置後 1 年目 ìC落葉を採取し，同一処理のものは全部一緒!としてよく混和し，有機物および無機養

分量を測定した。また有機物については，試験開始時と終了時の差をもって落葉中の有機物消失量とみる

ことは，厳密にいえば徴生物などによって合成される物質があるとされており，誤差がともなうと思われ

このほかポットから流出する浸透水中の浸出物を知るために，ビニーノレパイプで貯蔵ビンに導き，毎月

14日に浸透水を採取してリン酸，カリ，石灰などの無機成分を調べた'"

試験成績および考察

林内気象および落葉層の温度分解時におけるトドマツ，ヤチダモ林の気温，湿度および降水量は，第 3

るが，本試験では，この点あまり考
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気温についてみるならば，一般的にヤチダモ林はトドマツ林より高いが，とくにヤチダモ林はトドマツ

林にくらべて，容の開葉前の 5""6 月どろに気温が非常に高い c 開葉するとその差は僅少になる。また，

秋落葉するとふたたびその差は開いてくる。すなわち，常緑針葉樹と落葉広葉樹とのちがいによるためで

あろう c

林内湿度についてみると，一般的にトドマツ林はヤチダモ梓にくらべて忌jいが，とくに 5~6 月ごろは

その差が大きい。

トドマツ体下のものよりヤチダモ林下のほうが常つぎにポット内の落葉層の温度ば，第 5 図のように，

時高い。このことは林内気溢が彰響しているためであろう。

したがって，ヤチダモ林下にある落葉は，分解lと好適な条件下にながくおかれていることが認められ

る。

また同一林下で落葉の混交歩合を変えた場合の，落葉内における温度の差異は，両林下とも認められな

かった c

落葉組成分の分解による変化

従来森林における針葉樹林下には Mor 型，広葉樹林下には Mull 型の堆積腐植ができやすいことはー

般的l乙知られているが，その原因についてはそれぞれ判然としていないようであるじ

ROMELL 16】は，森林屑植のType は落葉の分解量や分解割合によるものではなく，徴生物のTypeによる

このような徴生物の Type が，なにゆえに森林型によって特徴的になっていものであると述べているが，

るかは明らかにされていない。

BROADFOOT 2)ゃ'vVAKSMAN 25) も落葉の化学的組成は種々の森林腐植の形態に関係があることを認めてい

る。

また， KIEBERG わならびに大政・森13) らが，指摘しているように，森林腐植層のアルコーJレ，ベンゾー
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ル拍出物量は，樹種によっていちじるしく差異があり，針葉樹は広葉樹にくらべて 2 倍も多く，針葉が広

葉!とくらべて分解しがたい原因のひとつは，確かにこれら抽出物の量lとみられるように油脂類，樹脂類，

ろう質物の含量が多いことにあるとしている。 さらに NÉMECll>によると，同一樹種の森林では腐植化の

程度がすすむにつれて，アルコーJレ・ベンゾーノレ抽出物の量とヨウ索価とは減少し，腐植化の程度を等し

くする場合には，抽出物の量およびヨウ来価は，欧州アカマツ林lと最大で広葉樹林(C最少であるとし，抽

出物が分解作用を抑制することはあきらかであろうとしているコ

本項では筆者らは，とくに落葉の分解によって生じる無機養分の函について検討した。

分解 1 年目を経過した時点で，落葉組成分の分解による変化をみると，第10表に示すとおりである c

広葉樹林下にシラカンパ落葉だけを分解させた場合!とは，窒索以外の組成分は分解による変化が，他の

処理のものより明りようにあらわれ， 原料にたいする残存割合は，有機物 61. 5% , リン竣 40.2%，カリ

3.55事.石灰33.1%を示し，落葉分解試験区のなかでもっとも小さい。反li!Î トドマツ林下lζ トドマツ落葉の

みを分解させた場合には，分解ーによる変化は一応認められるが，原料にたいする残存割合は，有機物85.4

96 , リン竣69.3%，カリ 41. 2箔，石灰 63.7% を示し，最も原料!とたいする残存割合は多い値を示してい

る c すなわち， トドマツ林下のトドマツ落葉は， 広葉樹林下のシラカンパ落葉!とくらべて， 有機物で約

1. 3倍，リン酸1. 7倍，カリ 11. 7倍，石灰1. 9倍の残存量が認められる。さらに広葉樹林下のトドマツ落葉の

みの区は広葉樹林下における他の処理のものより劣る。乙れに類似する原料にたいする残存割合をトドマ

ツ林下のものでみると， トドマツ 25g にシラカンパ 75g およびトドマツ 50g にシラカンパ 50g 区のもの

が，やや類似するように認められる。

また， トドマツ林下における落葉の分解は， トドマツ落葉だけからなるよりも，少しでもシラカンパ落

葉の混交しているほうが，落葉の分解が促進されている傾向がみられる。このような現象は広葉樹柿下に
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市10表落葉組成分の分解.による変化

Total decomposition of organic constituents of forest litter 

林>> 相 トドマツ林ゃ l 広葉樹祢
組成分 Stock Abies sachalinenst's foreat. Hardwood forest 

~ _ I 落葉ρ里会P合 lA. o'Ai251A.5dA.75jA.100|A. oiA.25lA.5dA.75lA l∞ 
Constituents 1 Mixturじ一一 e. ~e' .6~e' ....~J~. ~I;:>-~~' Vj 

語川| … lふeニ即斗みa剖肝問V刊ves吃e白s 1ï3.町T丙珂奇布司pja-'元IB. ~叫 25司車1
|残存量 1 ﾎ 

有機物 IT~tal o{ resicﾎﾜel 64.9 1 68.6 I 73.9 1 74.6 I 79.1 58..9十 59.9 I 62. 1 1 69.4 1 72.8 

|原料!こ対する%， I 1:  I I 
Org. matter I Percent of I 67.7 1 72.2 , 78.4 I 79.8 ' 85.4 I 6i. 5 63.1 65.9 1 '74.3 1 78.6 

loriginal I 1 I l 

素 1 急td-E 1581i5311U141191641571139に副1.24 

|原料に対する96 I I I 
Nitrogen 1 Percent of 1106.7 105. る 189.4189.9 88.11110.8 108.2 97.8 95.6 91.8 

ー I original 1 _1_1_ , I I 1一一一」一一Lー←L一一一
. 1.残存量 I 1 

リン酸 Total ot residue , O. 1α0.120.1410.1510.16， 0.08: 0.09, 0.10 0.1110.14 

l 原料 iピ対する%'，・ I l' '/ 
Phosphorus 1 Percent of ・ I 4札 7 59.3163.916~.7 169.3140.2 I 41.1 1 47.1150.2 , 60.5 

l original I I 1I  I 1 

リ 1Aal r凶まel 0 州 0. 051. O. 06~ '0. d o. ~51 0.021 0ω0 仰1 0.051 0.07 

原料lと対する96 I 

Potassium IPercentof 115.21 11.8. 12. 1ﾜ 28;.8 41;2.13.5 4.817.7112.8118.3 
1original I _ 1..I  
1 残 存.量，. ~ _.: 十一時-----;-一一|

石灰 ITotal of residue! 0.741 0.80 0.98 1. 05, 1. 03 0.35' 0.59, 0.68. 0.80, 0.93 
J 即刻lこ対する箔 1 . 1 司 I .' I I .1' _ I ' I " ¥ 

Calcium 1 Percent of 146.9150.7 61.3165.3.63.7133.1 37.0142.71 49.8; 57.5 
¥ oiiginal か I .. I -- l' 0 • : 1 : .. i . -- I ---' I 1. o_ I 

窒

カ

Remarks A ,: Abies sachalinensis 

, B : Betula platy�hylla var. ja，ρonica 

おいても同様に認め-られる c

この実験に使用した落葉の組成分を第11表で表わすと， トドマツ落葉はシラカンパ落葉にくらべてエー

テル・アルコーJレ抽出物などが多い値を示すが，反面窒素量(ま少ない位を示与している。この点 KIEBERG な

らびに大政・森らが述べているよう i乙前述のような分解速度に影響をおよほーし，とくに落葉の分解から

生じる無機養分量に差異をもたらしたものと思われる。

また現地の調査結果から落葉量， Ao!隠重量ならびにこれらの数値を基!として， 平均分解率を求める
h
J
 

第11表供試落~の組成分

Proximate composition of forest litter used for the 

decomposition studi� (per ocent of dry mater浯l) 

落葉の種類「アJレコールエーテJレ I {令水拍出物 l 温水抽出物|全窒素
|抽出物 内 I I 

Litter t吋yp戸e I Ether-alc<;>hol soluble I Cold-wa瓜te訂r.匂切S叩olu凶ble ! Ho抗t
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第12表 A。層重量ならびに年間落葉量と平均分解率

Table 12. Amount of Ao・layer， amount of annual leaf fall 

and average rate of decomposition 

樹 軒t I 林 i胎 1 1\。周 重|落葉量|平均分解率調査地
Tree species 1 Age 1 Amount of Ao・ :Amount of fallenlAverage rate 01' Locatiol1 

1 layer (tol1/ha) Ileaves (ton/ha) 1 decomposition (96)1 

シラカンパ I 16 2. 1 I 1. 14 I 53.4 I 吃 幌
Bctula ρiatyþhylla 1

, 

l'lOpporo 

var. j，ゆonica 37 1, 2. 3 I 1. 29 I 56. 1 I 丸瀬布
'-'V.. I IvIaruseppu 

43 2.7 1 1. 48 Jレベシベ
54.8 I Rub~sí-lÏb~ 

|芦As 別35 13.1 2.24 17. 1 i\shibet~ 

…ぃ'1 |戸Ash 別35 :4.5 2. 14 14.7 ' i\shibet~ 

芦As 別35 10.3 2.14 20.8 I j\shibet~ 

と，第12表((.示す結果が得られるコ

すなわち， トドマツの落葉区!まシラカンパの落葉豆lζ くらべて，平日1jあたり約 2 {i'~'のほを示している27)。

つぎにトドマツ 35年生，シラカンパの 37 年生のものについて， 1\0 陪の11ìill:をみるならばトドマツの場

合10. 3........,H. 5 ton/ha，シラカンパでは 2.3 ton/ha を示しているコこれらの平均分肝不は， トドマツ 14.7

......_，20.896にくらべてシラカンパの頃合56.196を示し、はるかに高い値を示しているけ

また第10表の窒来凪;の変化について検;Nするならま，大政・森13) らによると，相l蛍 (lflは主!.m樹の落葉

では 1 年目にはかえって地対量をi自加し 2 平日にはじめて減少するに反して広葉樹の落葉では最初から

減少の窪過をたどると述べている。

しかしながら，筆者らの落葉分解 1 年後における時点での試験結果では，原料にたいする残存割合は他

の諸或分とくらべて高い値を示す傾向に認められる c とくにトドマツおよび広葉樹林下におけるトドマツ

o :シラカンパ 100g 区， トドマツ 25 :シラカンパ 75g 区の落葉混交の場合には，原料にたいする割合よ

りも増加している。

つまり，シラカンバ落葉の多いところではトドマツ林，広葉樹林ともに落葉分解 1 年自に徴生物などの

増殖によって，室来品が増したものではないかと考えられ，大政・森らが述べているような傾向は認めら

れなかったコ

つぎに，各ポットから流;.1\する設透水1-1 1 の CaO. P205 および 1\.20 溶 1"'IIll:をn-.1jJ YJ ljlJ:Cみるならば，第

6 図，第 7 図および節 8 凶 l乙示すとおりである。

一般的な傾向として各区ともに， CaOi存出量は 5 月仁IJ旬以降 9 月中旬まで治 l'Ul f\:は:ifl大し、とくに 9 月

でほ畏大量に達する。その後loH ， 11月に至り格出量は急激に減少し，各ばのあいだに治山量の差異は認

められなくなる。しかしながら， P205 溶出量にあっては第 7 図で示したように， トドマツ，休下の各区

ι 広葉樹林下のトドマツ落葉区ならびにトドマツ落葉 ï5g: シラカンパ落葉 25g 区は， CaO i容出量と

同様の傾向を示すが， ほかの区にあっては、 その減少量は比較的緩やかで CaO 溶 11:\ 11 と異なった傾向を

示していることが認められる。
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Fig. 6 Calcium in infiltrated water. 
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1 う [';ov.

また KlIO 溶出量についてみるならば， 6 司中旬以降 9 月中旬まで他出量は，前者の CaO および P205

溶出量同械の傾向を示し ， 9 月に最大lと述するが， 10月， 11月に至り急激に減少している c しかし， K20 

の溶出畳は CaO および P205 溶出量と異なり 5 月中旬にひとつのピークが認められる亡とくにカリは，

雨水によって流亡しやすい成分であるととは，すでに認められている 12) 14) ~したがって，著者らの試験

は前年度に落葉分解試験地を設定し，その後冬期日u障雪により放置しであるため， 3 月初旬からの融雪水

によってカリが抽出され. 5 月中旬の採取時に大なる溶出量を示したものと考えられる c

塩崎 17】は苫小牧地方の火山砂傑地帯でトドマツ， エゾマツの両林地において浸透水中の養分含有量を

調べているが，その結果によると， P20S 溶出量にあっては， ほとんど痕跡程度しか認められないとして

いるが， CaO および K20 溶出量では，著者らの結果と同織に 9 月に最大の抗出量をす:している c この点

著者らの結果と一致するようにうかがわれる。

またこれら CaO， P20S および K20 按出量の ij:.íUJあたりの量をみると，一般的な傾向として各区とも

に CaO 溶出量が最も多く，ついで K20 溶出量， P205溶出量となる。

さらに 9 月中旬における CaO. P205 およ乙ß K20 溶出量の最大に達した原因について考えるならぽ. 6 

月中旬以捧 8 月にかけて気温の上昇とともに，落集中の徴生物などが繁殖し，各区における落葉の分解が

促進され，第 4 図で示した 8 月における多量の降雨によって浸出されたものであろうと考えられる。ま

た，分解によって溶出した年間の CaO， P20 S, K20 量を節目表，節14表. ~H5表によってみると， トド
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第13表 ポット中の葉の当初のカノレシウム含有l1H乙ノ吋する渓・透水中のカ Jレシウムの割合

Table 13. Percentage of content of CaO in infiltrated water to initial content of 

CaO in the leaves put in each pot 

…
…
一
一
…

Remarks A. S. F. : トドマツ休 Abies saclwlillcnsis forcst. 

H.F. 広葉樹埠 Hardwood forest. 

A. トドマツ Abies sllchalincnsis. 

B. シラカンパ Bctula ρlaり沙hy・lla var. ja.ρollica 

第14表 ポット中の葉の当初のリン般含有量!と対する浸透水中のリン酸の割合

Table 14. Percentage of content of P20S in infiltrated water to initial 

content of P205 in the leaves put in each pot 

落葉の混交歩合|林 相( 採 攻 )j 口 Sampling 巾te
Mixture of Forest 一一一一一一一一ーァ一一一一 一一一 一一一一-' Total 
I創刊s 1 ' 13 Mayい3Jun.jl3 .l ul. Il3 Aug. 13 Sep.113 Oct. 1, 13 :¥ov 

A.100 I A. S.F. I 2. 7 I 3. 4 I 4. 4 I 4.9 I 5. 5 I 4.2 I 2.9 I 28.0 
B. 0 i H. F.' , 5.1 I 3.7!5.3i7.1 I 7.4 !5.41 4. ~ I 38.1 

A. 75 1 A.S.F. I 3.8 iω ， 4.9 1. 5. 5 ; 6.0 I 3. 2 ¥ 2. 7 I 30. 1 
1ゴ lτÎ(i ー.81 ， 4.9 I 5. 7 I 6. 7 I 7.4 I 5. 8 I 4.8 I 4ì • 1 

A. 50 I A. S. F. I 3.3 r 5.0 I 4. 7 I 4. 7 I 6.2 i 3.3 I 2. 3 I 29.5 
B~ I-H~I 5.61 5.01 :).1¥ 6.4 , 8.31 6. 6 1 7.0i 札 O

A. '25 ! A.S.F. I 5.4' 5.41 5.1 I 5.71 日 l 3.6;3.6!32.4 

1汗~IτÞ_.-L_~吐三81_7~1一三I_~土'-_了|一三|ー竺
A. 0 ¥ A. S. F. I 6.1 I 6.1 5.8 I 6.8 I 8.7 I 8.6 , 4.4 ¥ 44.1 
七百 1-i1 • F十 ! 6.5 ， ωI 7.9 I 8.1I 9.21 7.6

1 
7.2: は l

マツ林下のトドマツ落葉区は， とくに分解がおとり，ポットr!Jの葉の当初の CaO ， P20 S , K20 晶にたい

する溶出量は， CaO で 29.396' ， P205 28.0% , K2056.99ちである。これに反して広葉樹峠下にシラカン

パ落葉だけを分解させた場合には， CaO 65.196 , P20� 53.1% , K20 97.496をしめし，その分解状態は前

者l亡くらべてまさっていることが推察される。 とくに K20 にあっては最も分解の劣るトドマツ林下のト

ドマツ落葉区でさえも 56.9第をしめし， 原料肥大いする半数が浸出されているととが本結果より認めら

れる。
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第15表 ポット中の葉の当初のカリウム含有量!こ対する浸透水中のカリウムの割合

Table 15. Percentage of content of K20 in infiltrated water to initial content 

of K20 in the leaves put in each pot 
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以上の諸結果からさらに号案するならば， トドマツ林下にトドマツ落葉の多い [Rでは，いまだに堆積腐

植中に各養分が多量に残存していることになり，土壌土.'十I~木聞の物質循院は rrJm'íじされず，したがって，

落葉は死蔵の形でj怯杭しおのずから Mor 型の腐値を形成するようになる u ためにその落葉から生じる

酸性腐植によってなおー1;'(/土壊は酸性化の万向へみちびかれ，このような林地ではいちじるしく地力の減

退をまねくものであろうと}J_tわれる λ

5. 混交林の土壇

落葉の分解!こ関する試験結果かり，さらに:樹麗混交する現実の 2 ， 3 の林相下において土壌の理化学的

性質を検討した。

この調査は旭川悩林陪古丹別営林署三毛別事業区管内の，新第三紀層の川端屈をrJ:材とする林地で，そ

の海抜高約 80m 前後，傾斜 8 "'-'14 0 の南直面上でこれらの謂査地はつぎの 4 か所である。

1) トドマツ純林

トドマツ大・中径木よりなる

方位: SW，傾斜: 12~，海抜高: 7001 。

F 層 o ........3.0cm トドマツ，クマイザサ落葉を主とする有機物J~ ， 白色l泊糸を認める c

A 層 O"-'7.0cm [J};、褐色， Nutty structure を主し堅い。乾:c近い il払上}\fim~fr細根が多い。

B 層 7.0........40.0cm 赤褐色， _I二部(ζNu tty structure を呈し堅い， 7悶， A fI凶との境界にはクマイ

ザサの根系が発達する。 1司傑 (4 x 2 cm) を含むc

C 層 40.0cm以下黄褐色，やや湿，角諜 (4 X 2 cm) を合む，すこぶる堅い"

2) トドマツートドマツ林

主としてトドマツ大径木中に中・小径木が混じなおトドマツ稚樹が侵入している。

方位: SW，傾斜: 14\ 海抜高: 80mo 

F 層 o .........3.0cm トドマツ落葉を主とする有機物層で部分的にクマイザサ落葉の細片からなる。菌
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糸を認める。

A 層 o ........6.0cm 黒褐色， Nutty structure を呈し堅いっ乾に近い潤，根系の分布多い。

B 層 6.0........28.0cm 赤褐色，上部は Nu tty structure の発達はいちじるしいが堅い lll'~ ，根系:ま

クマイザサが多く分布しているつ

C 層 28.0cm以下 明黄褐色，すとぷる堅く角礁を (2 X 3 cm) を含む。潤 3

3) ナラートドマツ林

上層林分は，主としてナラの大怪木よりなるむそのなかにトドマツ更新木の中・小径木がいっせいに侵

入しているつトドマツの稚樹をわずかに認める 3

方位: SW，傾斜: 130，海抜高: 70mc 

F 層 o ....__.2. Ocm 主としてナラ落葉からなる有機物l層で， ほかにトドマツ，クマイザサ落葉も部分

的!と混じて堆積している D

A 屑 0........10.0cm 黒褐色，上部ほうすく Granular structure が発達し，下部は Nutty structure 

で堅い c 潤，細根が多い。

B 周 10. 0....__.32. Ocm 陪褐色，上部は Nutty structure を呈するが，下部は1!!~構造で堅く潤であ

る。根系の分布は上部に多い。角際 (1 X 2 cm) を含むつ

C 層 32.0cm以下 黄褐色，すとぷる竪く角諜 (3 X 4 cm) を含む，澗。

4) ダケカンパートドマツ林

主としてダケカンパの大径木中にトドマツ中径木がわずかに混交し，その下にトドマツ袖闘が侵入して

いる c

方位: SW，傾斜: 8
0

，海抜高: 70cm~ 

F 周 o ........2.0cm 主としてダケカンパ落葉の有機物麿よりなるが， トドマツ落葉も混合している。

A 層 o ....__.9. Ocm 黒褐色，上部にわずかながらGranular structure をみる。下部は Nutty struc-

ture の発達がいちじるしいコ堅，濁，根系の分布が多い c

B 層 9.0---31.0cm 赤褐色，上部は Nutty structure を呈し堅い。下部は無構造，潤，根系の分

布を認める。

C 層 31. 0cm以下黄褐色，潤，角傑 (3 x 4cm) を含み，す乙ぷる堅い。

以上 4 林相下の土壌断面はいずれも Bc 型土壌で，その堆積腐植は盤状 Mulllとぞくしている。

考察

これら 4 か;rrの土壌断面の比較を行なうと， AJ層の深さではトドマツ純林， トドマツートドマツ林は，

ナラートドマツ林，ダケカンパートドマツ林の語査地にくらべて浅い。

また土壊は各林分ともに Bc I';t;とぞくし，竪果状構造を呈しているが，各断面の色彩を肉眼的にみる

と五 トドマツ純林， トドマツートドマツ株のA層はナラートドマツ林，ダケカンパートドマツ林にくらべ

て色彩は淡く ， J尚植含有量の少ないことを思わせる。 B層， C層においては類似の状態を示しており， c 

層はともに角礁を含んです乙ぷる堅い c

つぎに，供試土壌の機械的組成を，第16表によってみると，粗砂，細砂，徴砂，粘土量などは，各調査

地の各層ともに類似し，異なる点はほとんど認められない。
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第16表土壌の機械的組成(拙土中忽)

l'vlechanical analysis of soils (in fine soil 形)

居位^
Horizo;'" I A 

ト 2 ト号ト sl ナ トザダ 5 ト 2 ト言ト 2 ト ~Iナ ト ~Iダミト g
ドミドミドミ l ドミケとド 3 ドミドミドミ! ドミlヶ 5 ド

主 主 Lミ EJき :ミヵ kl I :.c~ I :ミ :._E 剖ミミ :_~I ヵ同 工ミ
マ~c:::マ~逗マ~ ~ー と 2ミマ~ ~三、，也マ~ ~マ~ ~マ~ c5マ"， ~l :::ミマ~ c5 l 、 L~ マ~c5
3 言 ささ さ言ー語芯;ささ l ノ R 2t 之さ ミミ ;ささ! 語・戸ささ|ノミ ;ささ
ツ〈読ツて浜ツてヨフ。己ツて SF~占ツてまツ司ヨツてヨツ司~:ラ@ミツてま|パさツて号

粗砂
rse sand 2.802.721.310.9813.464.33| 

細砂 23.09 23. :0 , 21. 89 27.49 20.25 28.62 Fine sand '""U. VJ  ""...,. .V  I 

25mJ3200131902340136ml2610| 徴砂
Silt ""...,. ""v

1 

'-',,;.. U V  ul. 7V ..:;ﾙ. 'TV uu. uV  

!489114218448014813139 卯|粘土
Clay 
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トドA層の絶乾細土体積は，自然状態における理学的性質についてみるならば，第 9 図!こ示すように，

ダケカンパートドマツ林!とくらべて多トドマツートドマツ林の淵在地は，ナラートドマツ体，マツ純林，

いコそれに反して，採取時水分fiEならびに 1，走少容気量ば少ない{直を示している。また，最大容水量!とあっ

てはほとんど差異は認められないり

これらの化学的性質の前iについて市17表から検立するならば1 pH では各調査地ともに表層かつぎに，

ら下回へ低下する傾向にあるコまた A i'.，，'j の pH では，ダケカンノ Jートドマツ林が最も高く 5.43を示し，つ

100 t:, (ì 
J ・

トドマツ林
A.sachaLinen'5is 
.: C':'竺 3t

トドマツートドマツ林
ノ4.sachaliltpnsfs
A. sαchalinensls 

ナラー卜ドマツ本事
Quer印'5 cr-ispula 
A.saclzaLineﾌlsis 
fcres~ 

ダクカ:-)~二トドマツ林

忠弘5225合間盤翻膨物綴務~ヨ
国翻 Fi :o e .loi1 (細土)

_ Root (恨)

~ Mc駸tl";'" co r. t ピ 1・ t of t!'~ll l: llU:l. (採取時雲水量)

区8J Ws ter "...:;1 i暗 C:' ，''';; i t.Y. (量丈容*量)

仁コ Air 吋:lÎエu:n・(動l'og想)

第 9 悶ニ1--壊の自然状態の理学的性質

Physical properties of soi1 in natural condition. Fig.9 
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第17表化 時
.つー j}j 

Table 17. Chemical properties 

層位 l
Horizon I F|  

トドマツ l ナ ラ|タ。ケカンノ，; I 
Abies sach. !Querclis crisρuld Betula Ermani I 
トドマツ 1 トドマツ!トドマツ i
Abics sach. Abies sach. I Abiお sach. I 

日 I 5.25 Iω| 

トドマツ
Abies saclz. 

トドマツ
林相 I Abies 

Stock I saclwlincllsis 

pH I 4.85 

E 換酸度目
Exch. acidity 

4.70 

23.00 

炭素
C%  

88.63 83.41 89.61 87.76 5.05 

窒 素 1. 26 1. 25 1. 32 1. 29 0.24 
NJ6 

炭素率
C/N 

ìíj~ 換性石灰
Exch. CaO% I 
備考: FJ層の炭素は灼熱損失による有機牧量である。

21. 49 

1. 15 1. 15 l. 56 1. 40 0.15 

いでナラートドマツ休の 5.03 で pH 5.0 以仁を示しているが， トドマツ純，体およびトドマツートドマツ

林においては pH 5.0 以下の値を示し強椴性である o BF~ではダケカンバートドマツ林以外の林地の pH

5.0 以下で，その pH の高低の順位はAJ目と同様の傾向を示しているつ

置換酸度は各林分ともに pH 同様の傾向を示しているが， BJ日:こ至るとその傾向はみられないc

炭素.窒素ならび Jと置換性石灰量では，表層より下層に減少の傾向にあるが， A層においては炭素，窒

素ならびに置俊i生石灰f止はともに，ナラートドマツ林に多く，これについでダケカンパートドマツ林>ト

ドマツートドマツ>トドマツ純林となるの B胞においても A!r~l同様の慎向にある c さらに炭素率について

くらべれば，ナラートドマツ林が最も小さく，ついでダケカンパートドマツ林が炭素率20以下となってい

るが， トドマツートドマツ林およびトドマツ純梓の調査地の炭素率はともに高く 20以上となっている。

上記結果をさらに総括し:考察を加えるならば同一方位上にある絞傾斜地の 4 か所のうちナラートドマツ

林とダケカンパートドマツ林地の土壊は， トドマツ純林およびトドマツートドマツ林の調査地土壌にくら

べて， pH, 窒素， 炭素および置換性石灰置などは高い数値を示し，炭素率は低い結果を示している e

なすわち，広葉樹の混交あるいは広葉樹を上木としたため，土壊水分などの条件が， トドマツ純林， ト

ドマツートドマツ林のお]査地のそれよりまさり，その結果有機物の分解は円滑に行なわれ，理学向性質の

ととろで示したように(第 9 図)， 採取時水分量ならびに最少存気量が増加し， 化学的性質も良好に導び

かれたものこJ思われる。

以上のように針葉樹に広葉樹を混交することは，さきに述べた落葉の分解:こ関する試験結果から認めら

れるように，広葉樹の落葉自体が早く分解し，鉱質土壌への養分をできるだけ早く循環回転されることは

現実の林相下においてもうらつHjできる。したがって，広柴樹との混交も地力の維持に対して重要な同組

であると考えられる。



性状

of the soils 

A 
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B 

トドマツ 1 ナ ラ|ダケカンパ I トドマツ|ナ ラ|ダケカンノマ
.4bies sach. I Quercus cri. I Belllla Er. トドマツ I Abies sacll. I Qltcrcus cri.ij Betu/a Er. 
トドマツ|トドマツ l トドマツ I Abies sach. .1 トドマツ|トドマツ|トドマツ
Abies sach. I Abies sach. I Abies sach. ! I Abies sach. I Abies saclz. I Abies sacll. 

4.86 I 5.03 I 5.43 4.68 4.78 4.90 5.10 

23.00 18.00 16.00 36.00 28.00 36.00 33.00 

5.57 6.04 5.91 1. 49 1. 69 1. 89 1. 71 

0.28 0.33 0.33 O. 10 0.15 0.20 O. :8 

19.89 15.89 17.88 14.90 11.27 9.79 9.10 

0.17 0.25 0.23 O. 10 0.10 O. 16 0.1 三

6. 総括

樹程や林分構造のちがいで地陥商植は，どのように変化し，さらに唯積府組の分解が鉱質土壊にどのよ

うな影響をあたえるかなどの諸点について検苛した c

1. トドマツ iii-林による土壌の変化

1) 余市地方で同一斜面上にトドマツ，1キとそズナラなどを主体とする広葉樹休が隣接し，成林している

林地を調査した e 。

2) 雨林地のJif~積荷植はトドマツ体で:'vl01' 担 I J!葉樹|ネでMull型を示し I !IUj者の日\]に異なった堆積J肖

植の形態を認めた。

3) 広葉樹林地では溶脱集去の程度はきわめて微弱にあらわれている!とすぎないが， トドマツ林にあっ

てはIり]りように治脱集積の状態を認め，化学的性質は IYj らかに異なっていた。

2. トドマツ造林地における川伐が Ao JlY!の組成および土壌の性質におよほす影響

1) 滝川林務署芦別事業区で無間伐林と n日伐後 3 年経過した両林地について，堆積腐植と土壊におよぽ

す忌響を知るために本試験を行なった円

2) Ao 層の現存昆では無間伐区は間伐区の1. 62 倍であったが，単位あたりの有機物含有率は両区とも

極端な差異は認められない 3

3) エーテル・アルコール可能性有機物質および糖類は，間伐区は無間伐区!とくらべて I L居では差異

ば認められないが F層では減少の傾向を認めた。これにくらべてリグニン椋物質ならびに組蛋白質は，

間伐区で増大し無間伐区のF層は間伐区にくらべて分解は様慢であると考察した c

4) 間伐区は無間伐区にくらべて F居中の窒来， ìifJ: f史性石灰肢は多いが，不飽和皮は低く， リン酸，カ

リは減少する。 A層では炭素，窒素，置換性石灰およびリン酸，カリなどそれぞれ河し炭素率，不飽和

度は低い傾向が認められたぐ
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5) 間伐!とよって生ずる諸，窪の環境の変化乙とに林内気象の影響，さらに地表百:と到達する陽光量の増

加によって草本類が侵入生育するようになるコしたがって，今まで分解緩慢な状態にあった堆積腐植は漸

次分解の度合を増し， F;曹を構成する有機物組成の変化とともに化学的諸性質が無司伐区よりまさるよう

になったと考えられる。

3. トドマツ天然林における皆伐後の土壌の変fc.

1) 旭川営林間管内の大当事業区で同一立地上に昔伐されて10年経過した林地と一部天然林を残した両

林地が隣接し存在していたので，この両林地を比較 L皆伐による土壌の変化を知る目的で調査したc

2) 天然林の土壌は治脱集積がいちじるしく PDrr 型を呈しているが， 皆伐した休地においては PD lIl

型の形態を示し，天然林の土壌にくらべて溶1lえの現象ば弱まりその土壌の化学性はややまさる傾向が認め

られたむ

これば皆伐という環境の変化にともない，堆積潟植の潟地化が促進されたものと思われる D

4. 落葉の分解に関する研究

1) 支場構内のトドマツおよびヤチダモの岡林下でトドマツの落葉(A) とシラカンパの落葉(B)を混交

し，ポットを用ドて落葉の分解試験を行なった c

2) 分解 1 年経過した時点で，落葉の分解困難なものから容易なものへの聞をあげればつぎのとおりで

ある。

ト山林下の合1t?>合廷>封Zf〉守チダモ林下のぞを>合:???>ト山林

下の合脅>七議~>ヤチダモ材;下の合器>士号!?>合議→の順の区となるつ
3) 落~が分解して浸透水中に流出する無機養分を時期日1]にみると，両林下の各区ともに CaO， P206 

および K20 溶出品は 5 月中旬以降 9 月中旬にむかつて増大し， とくに 9 月に最高量に達する。とのうち

K20 溶出盛は 5 月に 1 つのピークが認められる。

4) 分解によって熔出した無機養分の溶出量は上述の 2) と同様の傾向が認められた。すなわち，分解

の容易な区ほど無機養分の溶出置は大であった。

5. 混交林の土境

1) 調査地は旭川営林局管内の三毛別事業区の新第三紀回(川崎;周)を母材とする立地;とある林相を対

象に調査した。トドマツ純林， トドマツートドマツ林，ナラートドマツ林，ダケカンバートドマツ林の 4

か所である c

2) 広葉樹を上木あるいは混交する林下の土壌は他の 2 者の制査地にくらべて，A.層深くその色彩はや

や濃い c また臼然状態での絶乾細土;邑は少なく，採取11与水分ならびに最少容気量は増大の傾向がみられ

る ο さらに pH，窒素，炭素および置換性石灰量は明らかにまさっていた。

3) 広葉樹を上木あるいは混交する林は， トドマツ純林， トドマツートドマツ林にくらべて落葉類の分

解速度は早まり鉱質土壌への有機物などが速やかに還元され，その結果土壊の理化学性が良好状態を示し

たものと考察した。
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Effect of Decornposition of Fallen Needle Leaves of 

Todo-fir (Abies sαchαlirrellsis :MAST.) on the Forest 80iI 

Tadashi YA:¥!A!>10TO:1) and Etsuko SANADA(2) 

(R駸um�) 

1. Effect of Todo・fir plantation on 剖il.

1) "¥Ve survcyed 35・year-old Todo・fjr plantation mljacent to a broad-leaved natural forest 

on a gentle slope, near Yoichi city, Hokkaido. 

2) Accum111ated huml1s belongs to Mor-type under the Todo・fir plantaion, and ::¥'Iul1-

type under broad-leaved forest. 

3) Judging from valucs of ammonium-oxalatc soluble Si02• A]203 and Fe20a, the degrees 

of eluvﾌation and accumulation are very slight under broad-leaved forest but remarkable under 

Todo・fir forest_ It might be concluded that accumulation of fallen needlc leaves 駘ccelerated the 

chemical aclion. 

2. Effect of thinning on the soil of Todo・fir plantaiion. 

1) Todo・ fir plantation 3 years after thinning ¥-vere surveyed for contrasts at Ashibetsu 

working unit. Takikawa Prefectural District Forestry Office. 

2) There ¥-vere 1. 62 times the amount of fallen leaves in Ao layer of the non-thinned plot 

compared with the thinned plot; but no remarkable difference was recognized between contents 

of organic matter in Ao layer of unit weight on both plots. 

3) As for values of ether-alcohol soluble organic matte1's and sugars, difference was not 

found with L layer , while values c1iminish and lignin-like substance and rough protein increase 

with F layer on thinned area. Decomposition of F layer on thinned ar問 may be rapid than 

contrast. 

4) ); and cxchangc CaO is rich , while base exchange capacity, the degree of base 

unsaturation. C, PZ05 and K20 are poor in F layer on thinned area. These values are high, 

and, in A horizon on thinned area car加n ratio and degree of base unsaturation are low. 

5) Superiority in chemical properties on thinned area might be brought about with 

accelerated decomposition of organic matter after thinning. 

3. Change ()f soi1 after clear cutting of Todo・fir Natural forest. 

1) Surveyecl area was clear cut of Todo・fir forest 10 years ago , adjacent to Natural 

forest on level lopography at Sôunkyδ\-vorking unit , Asahigawa Regional Forestry Office. 

Received December 6, 1969 

(1)(2) Soi1s Unit , Silviculture Division , Hokkaiclo Branch Station. 
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2) At clear cut area , decomposition of fallen leaves accclerates , soil rich in organic 

substances and exchange CaO, ¥vhile pH value is high and the degrce of base un回turation

is low comparecl ¥vith natural forest. 

3) Judging from values of ammonium-oxalate soluble Si02• A1208 ancl Fe208, eluviation 

is remarkable at Natural forest， τvhi1e slight at clear cut arca. 

4) This difference ¥vas mainly brought about by accelerated decomposition of humus with 

direct sun light after clear cutting. 

4. Study on decomposition of fallen leaves. 

lt is considcred that in thc casc of mixing fallell leaves of harc1、、rood with that of softｭ

\vood, decomposition of thc lattcr may bc <にcelerated we prcpared this condition artificially 

under Todo・fir ancl Fraxinus (Fraxi1!IlS numdsllltrica var. Jaρonica) plantations respectively in our 

laboratory yarcl. 

1) Each 100g of mixed fallen lcaves of Todo-fir and white birch ¥vere packed in O. ]/50, 000 

wagner pots with thin sand layer on the botto1l1. Mixture rate of needle Jeavcs and broad leaves 

were as fo11o¥¥'s; 0: 100; 25 : 75; 50: 50; �5: 25; 100: 0 _ Tops o[ pots were coverec1 ¥vith 

insect net to prevent blow-off by wincl, and wcre put on grouncl under cach pJantation. 

2) After thc elapse of one year, decomposition was mosl remarkable with ]00.96 birch 

leaves undcr Fra.r:iJ1l1s crown, while most slight with 100汚 needle leaves under Todo・fir

CrO¥Vll. Ratios of undecomposec1 components in the latter to the for111cr were; organic matter 

1. 3, P20S 1. 7, K20 11.7, CaO 1. 9. 

3) Needle leaves 100: 0 under FraxﾍlIl/.s crOWI1, 25: 75 , and 50 : 50 under Toc1o・ fir crown 

dccomposed with almost the samc poor degree. Undcr !<�.axinus crown, c1ecomposition with 

100: 0 was the poorcst. 

4) lnorganic component in infiltrated water. 

a) Generally speaking, with all pots , infiltrated CaO and PzO� increased from micHvlay 

to mid-September, and attained maxﾍmum in September; then c1iminishecl in Oclober and 

November. Infiltrated K20 had the same tenclcncy as CaO and P20 li , but a peak was observecl in 

�:lay. Melted snow begun fro111 March might have influenced the p凶k.

b) Decomposition of needle leaves under Todo・fir crown was the p∞rcst. 1 I1fil lra ted 

ratios of components in neeclle leaves were 29.3% of CaO, 28.0お of P205, 56.9.96 of KzO , while 

in birch leaves uncler Fraxill11S crown , these ratios ¥vere 65.1忽 of CaO, 53.136 of PZ05 and 

97. 4% of K20. 

c) As needle lea ves under T oc1o・ fir crOWll forms Mor-type humus 駘nd acidifies soil, mixing 
of birch leaves with needle leaves may havc bcneficial effect on mineral soil. 

5. Physical and chemical properties of soil under natural forest. 

Investigated area belongs to Kawabata strata of neo・tertiary ， Sankebetsu working unit , 

Kotanbetsu District Forestry Office. Todo・fir ， Toc1o-fir-Toc1o ・fir ， Oak (Quercus crisρula var. 

grosseserrala)-Todo・fir anc1 Birch (Betula Erl1lωlii)-Todo・fir forests were surveyed. 

1) Soi 1 profiles under Toclo・fir and Todo・fir-Todo・fir have shallow A horizon with 

light colour suggesting scant contcnt of organic matter compared to profi1es under other 

forests. 

2) Soil texture under these forest are almo可t the same, but in Todo・fir and Toc1o・fir-Todo

-fir forest , more field fine soB volume , less field water content ancl less minimum porosity than 

other forests are observed. 
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3) Soils under hard tree forest or hard tree mixed coniferous forest are superior in 

chemical properties such as pH value. values of N and exchange CaO and in physical property 

such as moisture content than in Toc1o・fir forest ancl Todo・fir-Todo・ fir forcst. In addition, 

superiority in chemical properties are also observed. These results may support c1ata of our 

leaves-c1ecomposition test. 


